
戸田市 とだの保育創造プロジェクト  

 

戸田市 保育のお仕事面接会＆説明会 実施報告書 

経 緯 ・ 目 的  

★面接会＆説明会を通じて戸田市の保育園を PR していく。 
「とだの保育創造プロジェクト会議」の一環として、平成 30 年 2 月に初開催した「戸田市/ハローワー

ク川口共催保育のお仕事面接会＆説明会」の反省や課題などをもとに、参加事業者とアイディア出

し合いながら企画・準備し、「第 2 回保育のお仕事面接会&説明会」を開催しました。 

★地域に密着！ 採用担当者とじっくり話せる機会を作る。 

他の就職フェアと違い、戸田市という限定されたエリアでの就職面接会＆説明会であるため、担

当者と地域に密着したより具体的な相談ができること、また、自分にあった園を探しやすくなるよう工

夫を凝らしました。 

【保育のお仕事面接会＆説明会の概要】 

 

【参加事業者】 
社会福祉法人普門会 社会福祉法人日の出福祉会 社会福祉法人げんき保育園 

社会福祉法人さきたま会 株式会社ニチイ学館大宮支店 株式会社アヴェニエール 

埼玉ヤクルト販売株式会社 社会福祉法人あけぼの会 社会福祉法人優愛会 

社会福祉法人きざわ保育園 株式会社ドリームキッズ・ネットワーク ひなた保育園 

株式会社フロンティアキッズ 株式会社さくらいふ 株式会社マミーズファミリー 

社会福祉法人むつみ会 株式会社グローバルキッズ 戸田市役所 

（認可保育所 26、小規模保育事業所 4、事業所内保育事業所 3）  （敬称略、ハローワークへの申込到着順） 
 

合同就職面接会準備会  参加事業者と市で「合同就職面接会準備会」を開催し、以下のような内容を検討・実施し 

ました。 

ブースレイアウトの変更 
・ブース位置は、参加者を囲むよう部屋の壁沿いにブースを配置し、参加者
が、どのブースも訪れやすいようレイアウトを整理しました。 

・壁沿いにブースを設置したことで、壁面を利用した PR が可能となりました。 

各参加法人の PR の充実 
・求職者が自分に合った園を探すきっかけとなるよう、「30 秒 PR タイム」として
各参加法人・園の特徴を PR する時間を設けました。 

・待機スペースでは、各園の保育の様子を映した写真を、スライドショーでスクリ
ーンに映写しました。 

・会場外の廊下には、各園の理念や特徴など園の情報を掲示しました。 

積極的な参加者募集の実施 
・市内の町会掲示板、養成校、各鉄道駅、ショッピングモール、市 HP や
Facebook、公共施設、ハローワーク、埼玉県や保育士保育園支援センターの
HP、情報誌ぱどなどに、チラシやポスターの掲載を依頼しました。 

開 催 結 果 

参加者 33 名 

採用結果 
参加者 33 名のうち、採用内定 6 名 
（平成 31 年 2 月 6 日現在） 

 

 

参加者アンケート結果 概要 
【概要】 
・面接会を知ったきっかけは、ハローワークによるものが計約 48%となっている他、「チラシやポスター」が約 26%となっています。 
・参加した満足度としては、「良かった」が約 87%となっています。理由としては、「保育の仕事について理解を深めることができ
た」が約 48%と最も多く、「就職が決まった（決まりそう）」は約 7%に留まっています。 

・事業者 PR タイムが園を選ぶ時に「参考になった」と答えた割合は約 71%となっています。 
・今後も同じような面接会等に「参加したい」と答えた割合は約 71%となっています。 
・ミニセミナーが「参考になった」と答えた割合は約 82%となっています。 

【主なアンケート結果】回答者数 31 名 
Q1 本日の面接会をどこでお知りになりましたか？   Q2 本日の面接会に参加していかがでしたか？ 

      
Q5 事業所 PR タイムは、園を選ぶ時に 
参考になりましたか？ 

 

Q6 今後、このような面接会等を開催 
した場合、参加したいと思いますか？ 

 

Q7 今後の面接会等の開催に対するご意
見などがございましたらお聞かせください。 
・PR タイムが良かった。 
・保育園地図が資料にあると助かる。 
・各園の雇用条件（遅番早番の回数等、
有休の取得状況等）を知りたい。 

・ブースの並び方が円になっているのが行
きにくかった。 

・民間のフェアより参加しやすい雰囲気で
良かった。 

参加事業者アンケート結果 概要 

【概要】 
・面接会に参加し「成果があった」割合は約 33%となっており、理由には「求職者のニーズが把握できた」が最も多く挙げられてい
ます。一方、成果のなかった理由では「人材の確保が十分にはできなかった」が最も多く挙げられています。 

・開催時期は「適切だった」は約 39%ですが、秋頃に早めてはどうかという意見や、2 回開催してはどうかという意見がありました。 
・面接会の時間については、「適切だった」が約 78%と最も多く、次いで「長すぎる」が約 17%となっています。 
・採用に至らなかったケースとしては、求職者側が本採用に進むつもりでなかったケースが多かったことが伺えます。 
【主なアンケート結果】回答者数 18 事業者 

Q1 今回、面接会に参加されていかがでしたか？ 

  

Q4 開催の時期はいかがでしたか？ 

  
Q7 採用に至らなかったケースについて伺います。 
採用できなかった理由は何ですか？（複数回答可） 

  

その他意見 

・昨年度と比べ求職者が少なく残念。 
・11 月と 2 月など 2 回開催してほしい。 
・各園の写真は事業者 PR の時に流してほしい。 
・PR タイムはあってよかった。 
・会場レイアウトが変更されてよかった。（壁面が使える、来場
者も事業者も様子が見渡せてオープンな点） 

・なかなか参加者に話す機会がとれないので、参加者が全事
業者を一通り回るような形（各法人が 5 分間ずつ PR するな
ど）は出来ないか。 
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開催日時：平成30年12月16日（日曜） 13時～16時 （受付12時30分～） 
対象：保育分野での就職を希望する求職者（保育士（取得見込み含む）・保育補助）（未経験・学生・市外居住者歓迎）  
場所：戸田市役所5階 大会議室  参加費：無料 
イベント詳細：保育士の復職支援ミニセミナー、事業者30秒 PR、事業所との個別面談・説明、ハローワーク職員の就職相談 
参加事業者：18法人33園 共催：ハローワーク川口・埼玉労働局 その他：事前予約不要、入退場自由、服装自由、託児あり 

・採用側の求めるものが把握できた：48.1% 
・保育の仕事について理解を深めることができた：33.3% 
・その他：25.9% 
・就職が決まった（決まりそう）：7.4% 

・求職者のニーズが把握できた：66.7% 
・求める人材の確保ができた：50.0% 
・その他：16.7%→「後日、施設見学に
来た方がいた」 

・人材の確保が十分にはできなかった：75.0% 
・面接申込み（求職者の参加）が少な
かった：50.0% 

意見内容 
・12 月開催は再考すべき。 
・年末の寒い中では参加意欲が下がるのでは。 
・この時期は既に就職先を決めている人が多い。 
開催希望時期 
・秋の新卒の就活時期が良いのではないか。 
・9 月から 11 月に実施してはどうか。 

意見内容 
・すぐに働きたい人がいなかった。 
・見学希望の方 3 名。 
・求職者の人数が少なかった。 
・検討中の方だった。 
・検討するとの答えだった。 
・駅から園までバスか自転車を使
用する必要があった。 

【成果・課題】 
合同就職面接会準備会で検討した事業所 PR タイムは求職者から高い評価を得ています。また、事前の情報共有の充実等によ
り、参加事業者のブース設営等も円滑に行われました。今後の課題としては、ブース配置の評価や、求職者の動向やターゲットに
合わせた開催時期の検討等が挙げられます。 




